
土
壌
の
再
調
査
で
は
な
い
。
結
果
は

不
審
な
埋
設
物
で
は
な
く
、
周
辺
住

民
に
は
現
地
で
確
認
し
て
も
ら
っ
た
。

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
多
摩

地
区
の
水
道
を
23
区
と
一
元
化
す
る

多
摩
地
区
水
道
経
営
プ
ラ
ン
21
が
出

さ
れ
る
こ
と
の
意
味
は
。

②
プ
ラ
ン
の
実
施
に
よ
り
多
摩
地

区
と
小
平
市
の
水
道
は
ど
う
変
わ
る

か
。
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

③
市
の
水
道
業
務
移
行
計
画
で
5

年
間
で
移
行
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

市
長

①
事
業
主
を
単
独
東
京
都
と

す
る
一
元
化
体
制
に
戻
す
こ
と
で
よ

り
よ
い
経
営
が
生
ま
れ
る
と
考
え
る
。

②
メ
リ
ッ
ト
は
、
水
道
料
金
等
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
ど
の
窓
口
で

も
処
理
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
特
に
な
い
。

③
無
理
の
な
い
移
行
を
進
め
る
た

め
で
あ
る
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
ル
ー

ル
違
反
の
自
転
車
の
対
策
費
等
は
。

②
ぽ
い
捨
て
な
ど
の
ル
ー
ル
違
反

は
テ
ラ
ス
等
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。

⑤
平
成
14
年
度
の
廃
棄
本
は
426
冊

等
で
、
一
定
の
基
準
で
行
っ
て
い
る
。

石
塚
信
治
議
員
（
政
和
）

八
ヶ
岳

山
荘
は
昭
和
44
年
に
開
設
さ
れ
、
小

学
校
の
移
動
教
室
や
市
民
の
保
養
施

設
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設
は

老
朽
化
し
、
娯
楽
の
多
様
化
な
ど
か

ら
利
用
者
数
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
。

①
平
成
8
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で

の
新
長
期
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計

画
に
お
け
る
建
て
か
え
の
検
討
は
、

ど
の
程
度
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

②
八
ヶ
岳
山
荘
を
廃
止
し
、
民
間

施
設
等
を
利
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
長

①
具
体
的
な
方
向
性
等
を

示
す
段
階
に
は
な
い
。
今
後
さ
ら
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
ニ
ー
ズ
や
財
政
状
況
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
な
が
ら
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

②
平
成
16
年
度
路
面
整
備
等
を
行

い
た
い
。
速
度
抑
制
は
検
討
し
た
い
。

③
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
平

成
16
年
度
も
実
施
の
方
向
で
あ
る
。

④
過
去
の
風
向
、
風
速
デ
ー
タ
を

も
と
に
測
定
地
点
を
決
め
て
い
る
。

臭
気
濃
度
を
年
1
回
計
測
し
て
い
る
。

④
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
等
の
風

力
・
風
向
の
追
加
調
査
の
検
討
は
。

ま
た
臭
気
調
査
を
追
加
で
き
な
い
か
。

市
長

①
工
事
は
3
号
ご
み
焼
却
施

設
を
中
心
に
進
め
て
い
る
。
環
境
負

荷
軽
減
は
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
設
置
で

大
き
な
効
果
が
出
た
と
聞
い
て
い
る
。

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
主
催

講
座
と
保
育
室
の
利
用
状
況
は
。
受

講
者
に
お
け
る
利
用
者
数
等
は
。

②
市
外
在
住
で
も
希
望
者
全
員
が
、

保
育
室
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
拡
大

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
検
討

と
改
善
を
求
め
た
い
が
ど
う
か
。

教
育
長

①
平
成
14
年
度
の
保
育
つ

き
主
催
講
座
は
17
コ
ー
ス
で
、
受
講

者
890
人
、
乳
幼
児
149
人
で
あ
る
。

②
保
育
つ
き
講
座
は
受
講
希
望
も

多
く
市
民
も
受
講
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
、
保
育
室
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
定

員
枠
も
限
ら
れ
拡
大
は
困
難
で
あ
る
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）

①
利
便

性
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
は
ど
う
か
。

②
小
さ
い
う
ち
か
ら
図
書
館
に
親

し
め
る
よ
う
、
工
夫
し
て
い
る
点
は
。

③
各
図
書
館
で
利
用
者
の
声
を
反

映
さ
せ
る
よ
う
調
査
等
行
え
な
い
か
。

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
た
め
の
改
善
点
は
あ
る
か
。

⑤
廃
棄
等
の
現
状
と
そ
の
基
準
は
。

教
育
長

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
本
の
予
約
な
ど
の
利
便
を
図
っ
た
。

②
乳
幼
児
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
、

お
は
な
し
会
等
を
行
っ
て
い
る
。

③
声
を
聞
く
箱
等
を
設
置
し
た
い
。

④
移
転
後
の
花
小
金
井
図
書
館
で

の
現
状
と
対
応
、
ま
た
対
策
費
は
。

③
犬
・
猫
の
ふ
ん
に
関
す
る
苦
情

と
そ
の
対
応
は
。

④
罰
金
な
ど
罰
則
規
定
を
強
化
し

た
条
例
の
制
定
に
は
、
何
が
必
要
か
。

⑤
マ
ナ
ー
違
反
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長

①
放
置
自
転
車
の
撤
去
・
保

管
費
用
は
約
5
千
2
百
万
円
で
あ
る
。

②
注
意
、
指
導
を
し
て
い
る
。
苦

情
に
は
数
多
く
対
応
し
て
い
る
が
、

費
用
は
算
出
し
て
い
な
い
。

③
保
健
所
に
よ
る
と
平
成
14
年
度

41
件
で
、
市
は
啓
発
等
を
し
て
い
る
。

④
事
前
周
知
の
徹
底
等
で
あ
る
。

⑤
啓
発
の
徹
底
に
よ
り
、
全
体
の

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
市
内

の
野
良
猫
の
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。

②
苦
情
の
件
数
と
そ
の
対
策
は
。

③
ふ
ん
害
な
ど
野
良
猫
が
原
因
で

あ
る
市
財
政
へ
の
影
響
額
は
。

④
野
良
猫
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

の
取
り
組
み
は
。
動
物
愛
護
と
公
衆

衛
生
の
観
点
か
ら
ど
う
考
え
る
か
。

市
長
　
①
特
に
把
握
し
て
い
な
い
。

②
市
で
の
件
数
の
統
計
は
な
い
が
、

多
摩
小
平
保
健
所
か
ら
平
成
14
年
度

102
件
と
聞
い
て
い
る
。
動
物
が
嫌
が

る
薬
剤
を
ま
く
等
を
指
導
し
て
い
る
。

③
公
園
の
砂
の
交
換
等
に
平
成
14

年
度
で
約
120
万
円
支
出
等
し
て
い
る
。

④
ペ
ッ
ト
情
報
登
録
制
度
の
利
用

促
進
等
を
し
て
い
る
。
対
策
は
必
要

で
あ
り
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）

①
衛
生

組
合
の
部
分
更
新
施
設
整
備
工
事
の

状
況
と
環
境
負
荷
軽
減
へ
の
努
力
は
。

②
地
域
の
要
望
で
あ
る
市
道
拡
幅

の
計
画
内
容
と
車
の
速
度
抑
制
策
は
。

③
地
域
住
民
と
共
催
の
地
域
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
評
価
と
今
後
の
計
画
は
。

で
あ
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
利
用
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

③
概
数
調
査
を
年
2
回
実
施
し
て

お
り
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
転

居
費
用
が
な
い
な
ど
で
転
居
で
き
ず
、

生
活
保
護
の
申
請
も
で
き
な
い
場
合
、

何
ら
か
の
支
援
策
が
と
れ
な
い
か
。

②
市
内
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
現
状
は
。

自
立
へ
の
支
援
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

③
生
活
立
て
直
し
資
金
融
資
制
度

の
よ
う
な
緊
急
対
応
は
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
現
行
の
生
活
保
護
制
度
の

枠
組
み
の
中
で
対
応
し
て
い
く
。

②
公
民
館
や
図
書
館
で
2
名
を
確

認
し
て
い
る
。
支
援
策
は
国
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
検
討
し
て
い
く
。

③
社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活
福
祉

資
金
等
の
制
度
の
活
用
で
対
応
す
る
。

斎
藤
　
敦
議
員
（
フ
ォ
）

①
23
区

で
古
紙
・
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
抜
き
取

り
防
止
条
例
が
で
き
た
区
が
あ
る
が
、

同
様
の
条
例
整
備
を
す
る
つ
も
り
は
。

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の

課
題
は
。
コ
ス
ト
や
予
算
の
推
測
は
。

③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長

①
住
民
相
互
の
協
力
体
制
等

防
止
策
を
図
り
、
家
庭
ご
み
有
料
化

の
検
討
と
あ
わ
せ
て
研
究
し
た
い
。

②
現
在
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
は
大
量
の
処
理
が
困
難
な
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。
す
べ
て
の
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
選
別
・
資
源
化
等

の
た
め
、
施
設
の
全
面
更
新
を
す
る

場
合
は
約
18
億
円
が
必
要
と
な
る
。

③
収
集
量
の
増
加
と
と
も
に
処
理

経
費
も
増
大
し
て
お
り
、
排
出
抑
制

を
図
り
、
拡
大
生
産
者
責
任
の
明
確

化
を
国
・
都
に
要
望
し
て
い
る
。

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
工
場

等
の
敷
地
等
で
の
土
壌
な
ど
の
、
汚

染
調
査
の
定
期
的
な
実
施
や
結
果
公

表
等
の
基
準
は
あ
る
か
。
こ
う
し
た

調
査
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
結
果
は
。

②
上
水
本
町
の
事
業
所
社
屋
の
建

て
か
え
が
計
画
さ
れ
、
土
壌
調
査
が

行
わ
れ
た
と
聞
い
た
が
、
結
果
は
。

③
上
水
南
町
の
沖
電
気
グ
ラ
ウ
ン

ド
跡
地
は
戦
前
の
弾
薬
庫
跡
地
ら
し

い
こ
と
か
ら
、
住
民
要
望
で
土
壌
の

再
調
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
内
容
は
。

周
辺
住
民
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
か
。

市
長
　
①
都
の
環
境
確
保
条
例
や
土

壌
汚
染
対
策
法
で
は
、
調
査
を
す
る

機
会
が
生
じ
た
と
き
に
実
施
す
る
。

過
去
1
年
間
で
計
34
件
調
査
が
あ
り
、

う
ち
2
件
で
基
準
の
超
過
が
あ
っ
た
。

②
現
在
調
査
を
実
施
中
で
あ
る
。

③
不
審
な
埋
設
物
が
あ
る
と
の
こ

と
で
住
民
の
要
望
を
受
け
た
も
の
で
、

住
田
景
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
法
を

受
け
て
武
蔵
病
院
に
施
設
が
つ
く
ら

れ
る
予
定
だ
が
、
ど
う
考
え
、
ど
う

対
応
す
る
か
。
十
分
な
職
員
で
対
応

す
る
よ
う
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

②
近
隣
住
民
に
も
わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
機
会
を
持
ち
、
長
期
に
見

守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

市
長

①
武
蔵
病
院
は
精
神
疾
患
政

策
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
的
役

割
を
果
た
し
、
こ
の
制
度
の
医
療
の

担
い
手
と
し
て
不
可
欠
な
存
在
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
特
定
の
地

域
に
患
者
が
集
中
し
な
い
よ
う
配
慮

を
要
望
し
て
い
る
。
今
後
も
不
安
の

な
い
よ
う
な
体
制
を
要
請
し
て
い
く
。

②
地
元
説
明
会
の
開
催
を
厚
生
労

働
省
に
要
望
し
て
お
り
、
近
日
中
に

開
催
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

※
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
（
心

神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行

為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等

に
関
す
る
法
律
）
と
は

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
他
人
に
重

大
な
害
を
及
ぼ
し
た
者
に
対
し
、
適

切
な
医
療
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
病

状
の
改
善
や
同
様
の
行
為
の
再
発
防
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止
を
図
り
、
社
会
復
帰
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
の
こ
と
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
市

の
高
齢
化
率
と
独
居
高
齢
者
の
数
は
。

②
独
居
の
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉

施
策
は
。
安
否
確
認
は
十
分
か
。

③
独
居
の
高
齢
者
へ
の
民
生
委
員

か
ら
の
働
き
か
け
の
内
容
は
。
担
当

の
人
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

④
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
回
数
を
希
望

ど
お
り
に
ふ
や
せ
な
い
か
。

⑤
見
守
り
ネ
ッ
ト
の
現
状
は
。

市
長

①
高
齢
化
率
は
16
・
6
％
、

独
居
高
齢
者
は
千
7
百
69
人
で
あ
る
。

②
福
祉
電
話
の
貸
与
等
が
あ
る
。

各
種
安
否
確
認
支
援
等
を
し
て
い
る
。

③
毎
年
度
の
初
め
に
民
生
委
員
児

童
委
員
が
訪
問
し
、
高
齢
者
福
祉
施

策
の
説
明
等
を
し
て
い
る
。
1
人
当

た
り
担
当
人
数
は
平
均
15
人
で
あ
る
。

④
週
3
回
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

⑤
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
内
容
を
整

理
し
、
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
。

※
見
守
り
ネ
ッ
ト
（
地
域
高
齢
者
実

態
把
握
事
業
）
と
は

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
高
齢
者
等
で
同
意
を
し
た

人
の
名
簿
を
作
成
し
、
地
域
で
見
守

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤
を
つ
く
る

市
の
事
業
の
こ
と
。

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
市
で

設
置
予
定
の
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

ど
の
よ
う
な
機
能
を
考
え
て
い
る
か
。

②
事
業
所
型
障
害
者
共
同
作
業
所

に
つ
い
て
の
認
識
は
。

③
今
後
の
作
業
所
に
つ
い
て
、
労

働
の
視
点
を
入
れ
る
こ
と
も
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
都
の
区
市
町
村
障
害
者
就

労
支
援
事
業
に
あ
る
職
業
相
談
、
就

職
準
備
支
援
、
職
場
開
拓
等
で
あ
る
。

②
障
害
者
の
就
労
の
場
と
し
て
の

機
能
を
特
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

③
厳
し
い
社
会
経
済
状
況
の
も
と

で
は
、
生
産
性
を
高
め
た
作
業
所
を

経
営
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
環
境

に
あ
る
と
考
え
る
。

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
移
動

困
難
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
課
題
は
。

②
福
祉
バ
ス
の
申
し
込
み
方
法
に

つ
い
て
、
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

③
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
利
用
者
の

立
場
で
選
べ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

④
移
動
サ
ー
ビ
ス
全
般
を
、
ト
ー

タ
ル
な
視
点
で
考
え
る
べ
き
で
は
。

⑤
送
迎
N
P
O
に
適
用
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
ど
う
受
け
と
め
る
か
。

市
長

①
福
祉
バ
ス
の
運
行
等
を
行

っ
て
お
り
特
に
大
き
な
課
題
は
な
い
。

②
さ
ら
に
改
善
で
き
る
点
が
な
い

か
検
討
し
て
い
る
。

③
現
行
の
方
法
で
行
っ
て
い
く
。

④
一
律
の
提
供
は
難
し
い
。

⑤
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
市
と

し
て
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
支
援
の

た
め
の
取
り
組
み
は
何
か
。

②
小
川
東
第
二
地
域
セ
ン
タ
ー
敷

地
内
に
あ
る
被
災
者
一
時
生
活
セ
ン

タ
ー
を
ホ
ー
ム
レ
ス
も
使
え
る
よ
う

に
で
き
な
い
か
。

③
市
内
に
住
ん
で
い
る
ホ
ー
ム
レ

ス
の
健
康
な
ど
、
聞
き
取
り
調
査
を

定
期
的
に
行
え
な
い
か
。

市
長

①
国
が
告
示
し
た
ホ
ー
ム
レ

ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
基
本

方
針
に
基
づ
き
検
討
し
、
東
京
都
が

策
定
を
進
め
て
い
る
実
施
計
画
に
則

し
て
、
市
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

②
災
害
に
備
え
て
の
被
災
者
施
設

心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
と

精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
武
蔵
病
院

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に

優
し
い
手
を
差
し
伸
べ
よ
う

障
が
い
が
あ
っ
て
も
自
由
に

移
動
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う

生

活

困

窮

者

の

生
活
立
て
直
し
に
支
援
を

障
が
い
の
あ
る
人
が
働
く
た
め
の

サ

ポ

ー

ト

体

制

を

ホ

ー

ム

レ

ス

の

自

立

支

援

を

▼

国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー

武
蔵
病
院（
小
川
東
町
四
丁
目
）

ご

み

有

料

化

前

に

リ
サ
イ
ク
ル
の
課
題
を
問
う

小

平

の

土

壌

は

大

丈

夫

か

水
道
事
業
一
元
化

（
仮
称
）迷
惑
マ
ナ
ー
禁
止

条
例
を
制
定
で
き
な
い
か

小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
は

地
域
の
声
に
ど
う
こ
た
え
た
か

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に

対
す
る
市
の
考
え
方

▼

小
平
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
小
川
東
町
五
丁
目
）

公
民
館
保
育
室
の

利

用

拡

大

八

ヶ

岳

山

荘

の

建

て

か

え

図
書
館
を
も
っ
と

親

し

め

る

場

に

▼

八
ヶ
岳
山
荘
（
山
梨
県
高
根
町
）

※

※




